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ラクナ梗塞という言葉を知っていますか。ラク
ナの語源はフランス語の「湖」で、脳に小さな梗
塞がある様子を示した言葉です。これは、脳内を
走る微小穿通枝（細い血管）が詰まってできる１．
５センチ以下の脳梗塞です。一般には、自覚症状
が多少あっても見逃すことが多く、「無症候性脳
梗塞」、さらにわかりやすく「隠れ脳梗塞」とも
呼ばれています。
ラクナ梗塞でも手足を動かす内包にできたりす

ると、はっきりと麻痺の出ることがあります。歌
手の西城秀樹さんが韓国公演へ行って、サウナに
入った時に左の片麻痺が発生しました。現在、麻
痺はほとんど残っていません。
このように微細な梗塞のため、症状が出ても軽

度で、さらに症状は治ることがほとんどです。
ラクナ梗塞が広く知られるようになったのは、

ＭＲＩ（磁気共鳴断層撮影）が行われるようになっ
てからです。30代から見つかり、40代では４人
に１人、50代では３人に１人います。60代にな
ると 90％の人がラクナ梗塞を持っています。60
代前半で 10 個くらい、後半で 20 個くらいあり
ます。70代では 50個以上、80代では 100 個近
くあります。
さて、ラクナ梗塞は治療が必要なのでしょう

か。現在は、高 LDL（悪玉コレステロール）血症、
糖尿病、肥満、高血圧などのメタボリック症候群
がある人は積極的に治療します。またＭＲＡ（磁
気共鳴血管撮影）で血管の明らかな狭窄を認める
人も治療の対象となります。治療の対象にならな
い人は、脱水にならないように、運動時やサウナ
に入った時など、ビールではなく、スポーツドリ
ンクなど水分と電解質の補給を忘れないようにし
ましょう。

今回は、ラクナ梗塞について話したのですが、
脳梗塞には大きく分けて２つのタイプがありま
す。
１．脳血栓症
ラクナ梗塞のほかに、アテローム血栓性梗塞（か
なりひどい後遺症が残る）があります。
２．脳塞栓症
心臓や頸部頸動脈から血栓が飛んで、脳内の血
管を詰まらせ、かなり重症になることが多い（長
嶋元監督、オシム元監督、小渕元首相の症例な
ど）。

どちらかの手足のしびれ、脱力、言葉のしゃべ
りづらさなど、変わった症状がある場合は、一度
脳神経外科、または脳神経内科を受診することを
お勧めします。
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